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画素

FOMA N904i
320万画素
169×225

この小さな小さな粗い粗い画像達に
一喜一憂していた2008年夏
南河内で開催されたＰＬ花火
画素が脳で変換され記憶が再現される
　　　　　　　　　　　　中野友紀子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

海陽 ～南紀にて  作・堺浩一 

 

この海の果てまで行けば この輝きを布く陽へ辿り着けるものだろうかと 

ある日ふと思ってみようものならば  

たとえそれが小さな漁船であったとしても その船を出してしまうのかもしれない  

そしてそこに辿り着いた時にきっと知るのだ  

輝きを注ぎ集めているものは 実はこの足元にすべてあることを 

波打ち際を踏みしめる裸足に 潮騒が触覚としてさざめきだす 

陽はそのすべてを注ぎ それを宿した海の懐は輝きに満ちた潮を寄せる 

ここを出ていけばここへ流れ着く そうであっても行けばいいと海の道は言うのだろう 

ならばいまここに せめてひとことこう記しておけばいい  

南紀にて 

 

【作品解説】 

 執筆中の小説の取材と称して和歌山県・南紀(白浜・田辺)に滞在した時に撮りためた写真を使用したフ

ォトコラージュ作品です。小説よりも先にこちらが完成してしまったという訳です。そこからさらに詩作

したのが、上の一篇です。本当は作品に組み入れるつもりでしたが、どう試してもビジュアルを邪魔して

しまい、断念せざるを得ませんでした。もしよろしければ、こちらの世界観もお含みおきいただきながら、

作品を鑑賞いただければ幸いです。 



作品紹介 作者 村山直子―Lori－ 

タイトル  “光の使者 II”  

使用カメラ Ricoh Theta Z1 （360度カメラ） 

撮影場所：室生山上公園 芸術の森 

Ricoh Theta公式写真展に入賞した作品を、３Dホログラムプリントにし

ました。 

 

タイトル “Fall Sunshine” 

使用カメラ insta３６０ One RS 1-inch 360 edition（360度カメラ） 

撮影場所： 馬見丘陵公園 

 

秋の柔らかな光と紅葉と組み合わせの 360度写真です。 

 

 

 

作者紹介 

写真学科 4年（２年目） 

３６０度カメラ、Ricoh Theta/ insta360 を使って作品作りをしています。まだまだ世間的には認知

度が低く、作品を作っている人も数少ないですが、「３６０度カメラでもできる」「３６０度カメラだから

こそできる」作品を目指して作っていきたいと思っています。 

 

受賞歴（いずれも３６０度写真） 

２０１８年 Ricoh Theta公式写真展 Beauty is all around 入選 

２０１９年大阪光の饗宴フォトコンテスト 入選 

２０２０年リコーイメージングフォトコンテスト Theta賞受賞 

２０２１年 Ricoh Theta 公式写真コンテスト 入選（３作品） 

２０２１年リコーイメージングフォトコンテスト GR部門銅賞受賞 

2022年 Ricoh Theta公式写真コンテスト 入選（3作品） 

2023年 insta360 “No Drone No Problem 賞”受賞（動画） 

 

Instagram / Twitter で Lori名義で毎日３６０度写真を投稿しています。 

よろしければご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 

 Drag out the dazzling Dream

現実から 

夢の世界へ 

 

 

 

 

 

 

 

                         夢の世界から 

                                  現実へ 

 

「Drag out the dazzling dreaｍ」  

 三日月型の本に沿って左右に対称展開されている文章は、一方向に読み進めることで 

  現実から夢、夢から現実へと、意味が変化しながら行き来する仕掛けになっています。 

夢の中の願いを、あなたの中の本の住人と共に持ち帰って来てみてください。 

淵上 真友美 



にちじょう 

 

私の作品の前で足を止めてくださりありがとうございます。はじめまして、ひより。です。 

 

この作品は、10 月からの半期で書いた曲です。音楽学科の作品制作という科目の課題と

して書き上げました。この大学に入学してから 2年半、高校までは特に音楽の勉強をしてこ

なかったため、本当に苦労しました。初めはレポートの書き方もわからず、音楽の知識もな

く、悔しくて泣いた日も、徹夜で勉強して疲れ切った日もありました。そんな私が初めて、

課題とはいえ、初めて書いたきちんとした曲がこの作品になります。もちろんつっこみどこ

ろは多々あると思います。しかし 2年半の私の成長が詰まっている、私にとっては大切な作

品です。 

 

またこの半期には、約一ヶ月間の語学・音楽留学も経験し、たくさんの思い出ができまし

た。その時の写真や日常の光景、風景を写真に収めましたので、曲を聴きながら楽しんでい

ってください！その時の私のどきどきやワクワクをイメージした曲になっています。 

 

最後に、来期は半年の留学が決まっています。今度はその期間でレコーディングして作品

を作る予定です。ぜひまたお会いできる機会がありましたら、その際はぜひ作品を聴いてく

ださい。 

ひより。 
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